
紛争・自然災害・パンデミックなどの緊急事態またはその直後における、人命救助、苦痛軽減、安全

確保、人間の尊厳維持・保護のための支援のため、援助物資やサービス等を提供する行為のことで、

下記の4原則があります。

人道原則：どんな状況でも、一人ひとりの命、尊厳、安全を尊重すること。

公平原則：どんな差別をも行わず、最も急を要する困難に直面する人を優先すること。

中立原則：政治、人種、宗教、思想的な対立で、一方の当事者の仲間にならないこと。

独立原則：政治、経済、軍事的などの立場に左右されず、自主性を保って行動すること。 

2003年のこの日、イラクで人道支援等を行っていた国連事務所が攻撃され、22名のスタッフが死亡、
100名以上が負傷する事件が起きました。2008年、世界中で頻発する紛争や災害などで避難や
困難な生活を強いられている人々と、危険と隣り合わせになりながら援助・支援活動を行っている

「エイド・ワーカー」の双方に思いを寄せることを目的に制定されました。
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人道支援とは

ワーク：どのような人道支援が行われているか、できるか考えてみよう。ワーク：どのような人道支援が行われているか、できるか考えてみよう。ワーク：どのような人道支援が行われているか、できるか考えてみよう。
※規模、自分ができるか否か・行っているか否か（経験の有無）は問いません。※規模、自分ができるか否か・行っているか否か（経験の有無）は問いません。※規模、自分ができるか否か・行っているか否か（経験の有無）は問いません。

全て英語ですが、国際連合人道問題調整事務所（UN OCHA﻿）の世界人道デー2022年特設サイトに人道支援の種類が多数例示されていますので併せてご覧ください。 https://2022.worldhumanitarianday.org/

気候変動による災害の増加、コロナ禍などの感染症に加え、新たな戦争が次々起きているため、

世界で人道支援を必要とする人数の推計は、2020年：およそ1億6,800万人（2019年時点の推計）
→2024年：およそ3億人（2023年時点の推計）と2倍前後まで急増しています。

人道支援のニーズは近年で2倍前後に

最終更新：2024年1月31日

https://www.unocha.org/japan/%E4%B8%96%E7%95%8C%E4%BA%BA%E9%81%93%E3%83%87%E3%83%BC-whd
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https://reliefweb.int/report/world/global-humanitarian-overview-2023-enaresfr
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jindo/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jindo/jindoushien1_1.html
https://2022.worldhumanitarianday.org/

